
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目

1 1 4 組

( )

科目

話・
聞 書 読

〇

【知識・技能】
個別の情報と一般化された情報との関係について理解して
いる。

【思考・判断・表現】
「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、内容や構
成、論理の展開などについて叙述を基に的確に捉え、要旨
や要点を把握している。

【主体的に学習に取り組む態度】
筆者の意見を踏まえた事例について粘り強く考察し、学習
課題に沿って適切にまとめようとしている。

〇

○

【知識・技能】
話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の特色を踏まえ、
正確さ、分かりやすさ、適切さ、敬意と親しさなどに配慮
した表現や言葉遣いについて理解し、使っている。［⑴
イ］

【思考・判断・表現】　「話すこと・聞くこと」におい
て、話し言葉の特徴を踏まえて話したり、場の状況に応じ
て資料や機器を効果的に用いたりするなど、相手の理解が
得られるように表現を工夫している。［Ａ⑴ウ］

【主体的に学習に取り組む態度】粘り強く表現を工夫し、
学習を生かして適切に説明しようとしている。

○

〇

【知識・技能】
話し言葉の特徴を踏まえ、わかりやすさに配慮した表現に
ついて理解している。
【思考・判断・表現・】
「話すこと・聞くこと」において、目的に応じて実社会の
中から適切な話題を決め、情報を整理して、伝え合う内容
を検討している。
【主体的に学習に取り組む態度】
粘り強く表現を工夫し、学習を生かしてわかりやすく説明
しようとしている。

7

1

○

〇

○

○ ○

〇

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯に
わたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言
語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して
他者や社会に関わろうとする態度を養う。

現代の国語

配当
時数

　国語 現代の国語 3

 「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、「読むこと」の各領域において，論理的に考える力や深く共感・想像する力を伸ば
し，他者とのかかわりの中で伝え合う力を高め,自分の想いや考えを広げたり深めたりすることができるようになる。
言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我が国の言語文化の担い手としての
自覚をもち，言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のと
おり育成することを目指す。

教科：

態

現代の国語　国語

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるよう
にする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像した
りする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う
力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりす
ることができるようにする。

領域
評価規準

実社会に必要な国語の知識や技能を身に着けるようにする。

【知識及び技能】

定期考査

○

○
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〇 1

○

○

【思考力、判断力、表現力等】

○ ○

１
学
期

①「わかりやすく話す」

②書き手の意図をつかむ／『目指す世界の地
図を作る』
【知識及び技能】
書き言葉の特徴や役割、表現の特色を踏ま
え、正確さ、わかりやすさ、適切さ、親しさ
などに配慮した表現や言葉遣いについて理解
し、使うことができる。熟語の構成について
理解を深め、語彙を増やすことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の
展開などについて叙述を基に的確に捉え、要
旨や要点を把握することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉が持つ価値への認識を深めるとともに、

①
・話す内容の構成を考える。
・話し方の注意点を確認する。
・話題について考え、聞き手に伝わりやすい
ように内容を工夫する。
・聞き手を意識し、相手が聞き取りやすいよ
うに話す。
②
・地図を作るという比喩に込められた筆者の
メッセージを読み取る。
・本文中の表現について、筆者の意図やその
効果を考える。
・文の組み立てについて理解し、文の成分を
認識する。
〔教材〕
授業用ワークシート、映像、Powerpointスラ
③
・文章における文と文、段落と段落の関係を
知る。
・文章の一貫性を高めるための工夫を理解す
る。
・文の組み立て（文章・段落・文・文節・単
語）
・文の成分（主語・述語・修飾語・接続語・
独立語の五種類）の理解
・主述の関係と倒置

④主題と主張の二点を捉える。

⑤指示語が指し示す範囲を的確につかむ。

⑥接続語の種類について理解する。

〇

〇

○ ○

知

【知識・技能】
書き言葉の特徴や役割、表現の特色を踏まえ、正確さ、わ
かりやすさ、適切さ、親しさなどに配慮した表現や言葉遣
いについて理解している。
【思考・判断・表現・】
「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、内容や構
成、論理の展開などについて叙述を基に的確に捉え、要旨
や要点を把握している。
【主体的に学習に取り組む態度】
筆者の意図や表現上の工夫を粘り強く読み取り、学習課題
に沿って適切に説明しようとしている。

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

教科

の目標：
言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のと
おり育成することを目指す。

科目： 単位数： 単位

対象学年組：第 学年 組～

教科担当者： １組：西野・菱沼 ２組：西野・菱沼 ３組：西野・鈴木 ４組：西野・菱沼

　国語

使用教科書： 数研出版『改訂版　新編 現代の国語』

【知識及び技能 】

の目標：

思

○

11

③【文章トレーニング１】文章構造を理解す
る

・文章における文と文、段落と段落の関係を
知る。
・文章の一貫性を高めるための工夫を理解す
る。

④評論の読み方

⑤【評論チェックポイント】1．指示語

⑥【評論チェックポイント】2．接続語

11〇

①対比を読み取る／『水の東西』
【知識及び技能】
個別の情報と一般化された情報との関係につ
いて理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の
展開などについて叙述を基に的確に捉え、要
旨や要点を把握することができる。

②【評論チェックポイント】3.対比

③ズームアップ『熟語』

①具体例を手掛かりに、人間は時間をどのよ
うに捉えているのかを読み解く。

論の展開を整理して、本文の要点をつかむ。

②「水の東西」の文章中に対比を見つけ、展
開を効果的に理解できるようになる。

熟語の構成を学び、二字・三字・四字熟語の
構成について理解を深めて語彙を増やす。
〔教材〕
授業用ワークシート、Powerpointスライド、
teams、小テスト等

定期考査

①ズームアップ『対義語』p50
対義語を意識することで様々な語を関連づけ
て理解する。
文章の中で対比を捉える。
②【文章トレーニング２】要約する
・文章の要点を的確に捉えられる。
・文章の構造を意識してまとめることができ
る。
③言語活動『スピーチ 』p212

【思考力、判断力、表現力等】
自分の考えが的確に伝わるよう、自分の立場
や考えを明確にして、話の構成や展開を工夫
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、
我が国の言語文化の担い手としての自覚をも
ち、言葉を通して他者や社会に関わろうとす
る。

①対義語を構成する基準に気がつくとともに
抽象的な意味の対義語に慣れ、語彙を増や
す。
②
・文章の要点を的確にとらえる。
・文章の構造を意識してまとめる。
※『水の東西』の読解において学習する。
③
・聞き手に分かりやすく話す。
・自分の主張を聞き手に明確に伝える。
・注意深く正確に聞く。
〔教材〕
授業用ワークシート、Powerpointスライド、
teams、小テスト、１人１台端末を使った発表
等



〇 〇 〇

○ ○

言葉の働きをとらえる／『語感トレーニン
グ』
【知識及び技能】
実社会において理解したり表現したりするた
めに必要な語句の量を増すとともに、語句や
語彙の構造や特色、用法及び表記の仕方など
を理解し、話や文章の中で使うことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かにすることができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の
展開などについて叙述を基に的確に捉え、要
旨や要点を把握することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、
生涯にわたって読書に親しみ自己を向上さ
せ、我が国の言語文化の担い手としての自覚
をもち、言葉を通して他者や社会に関わろう
とする。
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○定期考査

２
学
期

〇 〇

1
定期考査

〇 〇 ○ ○

・日本語の語彙がたどってきた変化を知
り、筆者が指摘する現代日本語の特性を
理解する。
・カタカナ語の語感について考える。
〔教材〕
授業用ワークシート、Powerpointスライ
ド、teams、小テスト等

○

コミュニケーションと言語／チェックポイン
ト３『適切な書式で通知する』
【知識及び技能】
実社会において理解したり表現したりするた
めに必要な語句の量を増すとともに、語句や
語彙の特色、用法及び表記の仕方などを理解
し、文章の中で使うことを通して、語感を磨
き語彙を豊かにすることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の考えや事柄が的確に伝わるよう、根拠
の示し方や説明の仕方を考えるとともに、文
章の種類や、文体。語句などの表現を工夫す
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉が持つ価値への認識を深めるとともに、
我が国の言語文化の担い手としての自覚を持
ち、言葉を通して他社や社会に関わろうとす
る。

・手紙と電子メールそれぞれについて書
式を知り、適切な通知のしかたについて
確認する。
・年賀状を書く。
・重要な情報が明確に相手に伝わるよう
工夫する。
〔教材〕
授業用ワークシート、Powerpointスライ
ド、teams、小テスト等 ○

【知識・技能】
実社会において理解したり表現したりするために必要な語
句の量を増すとともに、語句や語彙の特色、用法及び表記
の仕方などを理解し、文章の中で使うことを通して、語感
を磨き語彙を豊かにしている。
【思考・判断・表現】
「書くこと」において、事柄が的確に伝わるよう、説明の
仕方を考えるとともに、文章の種類や文体、語句などの表
現の仕方を工夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】
粘り強く文章の構成や展開を工夫し、学習の見通しをもっ
て通知文を書こうとしている。

○ ○ ○

11〇 〇 〇

〇

11

〇

〇

【知識・技能】
実社会において理解したり表現したりするために必要
な語句や語彙の構造や特色、用法及び表記の仕方など
を理解し、語感を磨き語彙を豊かにしている。
【思考・判断・表現】
「読むこと」において、目的に応じて、文章に含まれ
ている情報を相互に関係づけながら、内容や書き手の
意図を解釈するとともに、自分の考えを深めている。

【主体的に学習に取り組む態度】
具体的な事例について筆者の主張をもとに粘り強く考
察し、学習課題に沿って適切に説明しようとしてい
る。

○ 1

11

○ ○ ○

〇 〇

【知識・技能】
主張と論拠など情報と情報との関係について理解してい
る。
【思考・判断・表現】
「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、内容や構
成、論理の展開などについて叙述を基に的確に捉え、要旨
や要点を把握している。
【主体的に学習に取り組む態度】
粘り強く筆者の意見を理解し、学習課題に沿って自分の考
えを説明しようとしている。

〇〇

〇

〇

〇

【知識・技能】
実社会において理解したり表現したりするために必要な語
句の量を増すとともに、語句や語彙の構造や特色、用法及
び表記の仕方などを理解し、話や文章の中で使うことを通
して、語感を磨き語彙を豊かにしている。
【思考・判断・表現】
「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、内容や構
成、論理の展開などについて叙述を基に的確に捉え、要旨
や要点を把握している。
【主体的に学習に取り組む態度】
筆者の意見を踏まえて具体的な事例を積極的に考察し、学
習課題に沿って話し合いに参加しようとしている。

３
学
期

〇 〇

合計

書き手の考えを比較する／『科学と非科学』
【知識及び技能】
主張と論拠など情報と情報との関係について
理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の
展開などについて叙述を基に的確に捉え、要
旨や要点を把握することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、
生涯にわたって読書に親しみ自己を向上さ
せ、我が国の言語文化の担い手としての自覚
をもち、言葉を通して他者や社会に関わろう
とする。

・筆者がどのような点に「科学」と「非科
学」の違いがあると主張しているかを読み取
る。
・筆者の意見に対して自分はどのように考え
るか、根拠を示しながら論理的に述べる。
〔教材〕
授業用ワークシート、Powerpointスライド、
teams、小テスト等

〇

①社会の中で生きる／「一歩でも動く」
【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力】文章の種類を踏
まえて、内容や構成、論理の展開などについ
て叙述を基に的確に捉え、要旨や要点を把握
している。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉が持つ価値への認識を深めるとともに、
我が国の言語文化の担い手としての自覚を持
ち、言葉を通して他者や社会に関わろうとす
る。
②コミュニケーションと言語／『世間話はな
ぜするか』
【知識及び技能】実社会に必要な語句の量を
増すとともに、語句の構造や特色、用法を理
解し、話や文章の中で使うことで、語感を磨
き語彙を豊かにすることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
目的に応じて、文情報を相互に関係付けなが
ら、書き手の意図を解釈したり、文章の構成
や論理の展開などについて評価し、自分の考
えを深めることができる。

①指示語が指し示す範囲を的確につか
む。
②地の文と具体例を区別し、具体例が文
章をより身近なものにすることを理解す
る。
③「武装解除」という筆者の仕事を理解
することを通して、自分の将来や職業選
択について考える。

②
・他者との関係において、世間話や挨拶
はどのような意味を持つと述べられてい
るかをつかむ。
・日常的な言葉のやり取りに着目し、そ
の背景にある知識や話し手の含意を読み
取る。
〔教材〕
授業用ワークシート、Powerpointスライ
ド、teams、小テスト等

105

9

根拠を読み取る/「『わらしべ長者』の経済
学」
【知識及び技能】
文、話、文章の効果的な組立て方や接続の仕
方について理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の
展開などについて叙述を基に的確に捉え、要
旨や要点を把握することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、
生涯にわたって読書に親しみ自己を向上さ
せ、我が国の言語文化の担い手としての自覚
をもち、言葉を通して他者や社会に関わろう
とする。

・身近な昔話に対する一般的な理解と対比さ
せて、経済学の考え方を分かりやすく説明し
ようとする筆者の意図をつかむ。
・筆者が指摘する「経済学的な考え方の普遍
性」について、自分の考えをまとめる。
〔教材〕
授業用ワークシート、Powerpointスライド、
teams、小テスト等

【知識・技能】
文、話、文章の効果的な組立て方や接続の仕方について理
解している。
【思考・判断・表現】
「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、内容や構
成、論理の展開などについて叙述を基に的確に捉え、要旨
や要点を把握している。
【主体的に学習に取り組む態度】
自分の考えが適切に伝わるように、主張や論拠の説明を積
極的に補足しながら意見交換を行い、学習課題に沿って、
自分の考えをさらに深めようとしている。

11

定期考査
1

書き手の考えを比較する/チェックポイント４
『必要な情報を整理して書く』
【知識及び技能】
文、話、文章の効果的な組立て方や接続の仕
方について理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
読み手の理解が得られるよう、論理の展開、
情報の分量や重要度などを考えて、文章の構
成や展開を工夫することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、
生涯にわたって読書に親しみ自己を向上さ
せ、我が国の言語文化の担い手としての自覚
をもち、言葉を通して他者や社会に関わろう
とする。

・読み手が必要とする情報を分かりやすく提
示するための工夫を考え、読み手を意識して
利用規約を書く。
・文章を書く目的を意識し、構成や表現を工
夫して書く。
〔教材〕
授業用ワークシート、Powerpointスライド、
teams、小テスト、一人１台端末を使った発表
等

〇

【知識・技能】
文、話、文章の効果的な組立て方や接続の仕方について理
解している。
【思考・判断・表現】
「書くこと」において、読み手の理解が得られるよう、論
理の展開、情報の分量や重要度などを考えて、文章の構成
や展開を工夫すること。
【主体的に学習に取り組む態度】
粘り強く情報が分かりやすく伝わる文章になるよう
に工夫し、学習課題に沿って利用規約を書こうとして
いる。

〇 〇


